
平成20年４～６月期静岡県内主要産業の四半期見通し

◎当所が実施した県内主要産業（22業種）の四半期見通し調査によると、現在
（１～３月期）の業況は、『好調』が１業種（工作機械）、『順調』も１業種（情
報サービス）、『普通』が８業種、『低調』が11業種、『不調』が１業種となっ
た。県内の産業景気は底堅いものの、『普通』以上とする業種が10業種と、全
体の半数を割り込んでおり、減速感が強まっている。

◎また、今後（４～６月期）については、全22業種中21業種が『横ばい』を見
込む。工作機械や情報サービスは引き続き堅調な見通しであるが、米国経済の
後退や円高、原材料の高騰などの懸念材料が広がりつつあることから、外需と
設備投資に支えられて底堅い推移を続けてきた県内の産業景気も先行き不透明
感が強まっており、踊り場状態に入っているとみられる。

減速感が強まる県内産業景気

県内主要産業の動向

（１）現在の業況について

県内主要産業の現在（１～３月期）の業況は、『好調』が１業種（工作機械）、『順

調』が１業種（情報サービス）となり、以下、『普通』が８業種、『低調』が11業種、

『不調』が１業種となった。前回調査より『普通』が１業種減少する一方で『低調』

が１業種増加し、全業種の平均階級値は2.55（前回調査比△0.04ポイント）と、２期

連続で低下した（次頁図参照）。県内の産業景気は底堅いものがあるが、『普通』以

上とする業種が10業種と、全体の半数を割り込んでおり、米国経済の後退や、円高、

原材料の高騰が進む中で、減速感が強まっている。
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（２）今後の見通しについて

４～６月期の見通しについては、全22業種中21業種が『横ばい』、１業種（缶詰）が

『やや上昇』を見込んでいる。業種ごとにみると、工作機械や情報サービスは引き続き

堅調さを持続できる見通しであるが、米国経済の後退や円高による収益環境の悪化とい

った懸念材料も出始めており、こうした懸念は、二輪車部品、自動車部品、楽器など、

北米市場への依存度が高い外需関連産業全体に広がっている。一方、原油をはじめとす

る原材料価格の高騰は、家具、製紙、繊維、運輸・倉庫など内需関連産業を中心に、収

益の圧迫要因となっている。このほかでは、飲料やエアコンなど季節性の強い業種にお

いて、気温の上昇に期待する向きも一部にはあるが、全体的には好材料に乏しい。

（３）需給バランス、在庫水準、価格動向について

原材料価格の『上昇』を見込む業種は、前回調査の15から14へと１業種減少し、製品

価格の『上昇』を見込む業種は前回の３から４に増加したものの、上昇する原材料価格

の製品価格への転嫁は進展していない。一方、需給バランスは、『供給超過』が８業種

と前回調査に比べて３業種増えるなど、販売動向への影響が懸念される。

■

外需と設備投資に支えられて底堅い推移を続けてきた県内の産業景気だが、原材料高

騰や円高などにより先行き不透明感が強まっており、踊り場状態に入っているとみられ

る。
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四半期ごとの県内産業の業況の推移
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平成20年４～６月期静岡県内主要産業四半期見通し調査一覧表
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表の見方と注意 

（注）①　｢業界の現況｣及び「業界景気の見通し」は､対象企業経営者が業界景気動向をどうみているかを調査したもの。 

②　※印欄は季節性が強いため、｢前年同期比伸び率｣を参照していただきたい。 

③　調査方法は、アンケート調査とヒアリング調査による。 

調査時点…平成２０年３月中旬。 

調査対象企業…県内主要２２業種の企業１７２社。 




